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真

言

密
教

と

ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教

―
空
海
と
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
に
よ
る
教
義
の
比
較
―
―

松
　
本
　
照
　
敬

ー
教
の
宗
派
的
注
解
を
施
し
た
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
教
義
と
を
比
較
し
て
み

た
い
。

ラ

ー
マ
ー
ヌ

ジ
ャ
が
登
場
し
た
時
代
。
す

な
わ
ち
十
一
世
紀
こ
ろ
の
南
イ

ン

ド
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
思
想
潮
流
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ

ッ
ド
思
想
を
う
け
つ
ぐ
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
一
元
論
哲
学
で
あ
り
、
他
は
、

ア

ー
ル
ワ
ー
ル
（

聖
頌
者
）
と
呼

ば
れ
る
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て

広
め
ら
れ
た

ヴ
ィ

シ
ュ
ヌ
神
へ

の
バ
ク
テ
ィ
（
信
愛
）
を
説
く
一
神
教
の
宗
教
思
想
で
あ

る
。
ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
は
、
両
思
想
の
総
合
を
試
み

、
こ

れ
に
成
功
し
て
一

派
を
形
成
し
た
。
そ
の
宗
派
は
、
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ァ
イ
シ
ュ
ナ
ヴ
ァ
派
と
称
す

る
。

一
方
、
空
海
は
、
わ
が
国
古
来
の
山
岳
信
仰
に
よ
っ
て
修
行
し
、
中
国
か

ら
真

言
密
教
を
も
た
ら
し
て
両
者
を
融
合
さ
せ
た
。
か
つ
ま

た
、
『

金

剛

頂

経
』

系
統

の
思
想

と
『
大
日
経
』
の
思
弁
と
を
総
合
し
て
真
言
宗
の
教
義
を

一

、

は

じ

め

に

真
言
密
教

は
、
イ

ン
ド
の

さ
ま
ざ
ま

な
民
間

信
仰

を
摂
取

し
て
成
立
し
た
。

し
た

が
っ
て
、
し

ば
し

ば
仏
教
の
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
的
変
容

な
ど
と
い
う
評
価

が
下

さ
れ
る
。
真
言
密
教
も
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
も
、
同
じ
イ
ン

ド
の
精
神
的
風

土
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
思

惟
形
態

が
類
似
し
て
い

る
の
は
、
む

し
ろ
当

然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
が
、
ヴ
ェ
ー

ダ
聖
典
を
権
威
と
し

て
仰
ぐ
バ
ラ
モ
ン
教
思
想
を
母
胎
と
し
、
真
言
密
教
が
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
を

否
定
す

る
仏
教
思
想
の
流
れ
を
汲
む
も

の
で
あ

る
な
ら

ば
、
両
者

の
教
義
に

は

、
本
質

的
な
差
異

が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。

小
稿
で

は
、

わ
が
国

の
真
言
宗
の
開
祖
・
空
海

の
教
義

と
、

ヴ
ェ
ー

ダ
ー

ン

タ
学
派

の
根
本
聖
典
『

ブ
ラ
フ

マ

ー
ス
ー
ト
ラ
』
に
は
じ

め
て
ヒ
ン
ド
ゥ



組
織
し
た

。

教
義

を
総
合
的
に
組
織
し
て
一
宗

の
開
祖

と
な
っ
た
両
者

の
教
義
体
系

は
、

極

め
て
類

似
し
て
い

る
。
空
海
は
高
野
山

に
入
定
し
て

信
仰

の
対
象

と
な
っ

て
い
る

が
、
ラ

ー
マ
ー
ヌ

ジ
ャ
も
神

の
権
化

と
し
て
崇

拝
さ
れ
て

お
り

、
こ

の
点
に
も
両
者

の
類
似
性

が
認

め
ら

れ
る
。

類

似
し

た
体
系
の
中
に
あ
る
質
的

な
相

違
点
を
探
り

、
そ
の
相

違
を
も
た

ら
す
淵
源
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み

た
い
。
空
海
の
教
義
に

つ

い

て

は
、

『
即
身
成
仏
義
』
を
、
ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
教
義
に
つ
い
て

は
、
初

作
『
グ

ェ
ー

ダ
ー
ル
タ
サ

ン
グ
ラ

ハ
』
を
中

心
資

料
と
し
て
用

い
る
。

二

、
ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

の

生
涯

と

教

義

宗
教
情
勢
　

六
世
紀

か
ら
十
世
紀
こ

ろ
に
か
け
て

、
南
イ
ン
ド
の
タ
ミ

ル
地

方
に
は
、
宗
教
詩
人

が
多
数
あ
ら

わ
れ
、
各
地
の
神
殿
を
巡
歴
し
、
神
像
を

前
に
し
て
讃

歌
を
う
た
い
、
法

悦
境
に
ひ
た
っ
て
い
た
。
グ
ィ

シ
ュ
ヌ
教
の

系
統
で

は
、
こ
う
し
た
詩
人

た
ち

の
う
ち
十
二
人
を
、
と
く
に
ア

ー

ル
フ
ー

ル
と
呼

ん
で
尊

敬
を
払
っ
て

い
る
。
中

心
的

な
人
物

は
ナ
ン

マ
ー

ル
ワ
ー

ル

で
あ

る
。

九
世

紀
に
、
ナ
ー
タ
ム
ニ
と
い
う
宗
教
家

が
、
ア

ー
ル
ワ

ー
ル
た
ち
の
詩

を
集

め
て

、『

ナ
ー
ラ

ー
イ
ラ

デ
ィ
グ
ィ
ヤ
プ
ラ

パ

ン

ダ

ム
』
（
四
千
聖

頌

集
）

を
編
纂

し
た
。
こ
れ
は
、
タ
ミ

ル
語
に
よ
る

グ
ェ
ー
ダ
聖
典
と
し
て
尊

ば
れ

る
と
こ

ろ
と
な
り
、

タ
ミ

ル
語
と
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
卜
と
を
総
合
し
た
学

派

が
興

る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。
こ
の
教
義
は

、
プ
ン
ダ
ジ
ー
カ
ー
ク
シ
ャ
、ラ

Ｉ

－

―－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ー
マ
ミ
シ
ュ
ラ
、
そ
し
て
ナ
ー
タ
ム
ニ
の
孫
ヤ
ー
ム
ナ
（
九
六
六
／
七
ー
一
〇

三
八
）
と
い
う
順
で

継
承

さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

略
歴
　

さ
て
ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
は
、
ヤ
ー
ム
ナ
の
弟
子

シ
ュ
リ

ー

シ
ャ
イ
ラ

プ
ー

ル
ナ
の
妹

を
母
と
し
て
生
ま
れ
た
。
は
じ

め
、
ヤ
ー

ダ
グ
ァ
プ
ラ

カ
ー

シ
ャ
と
い
う
名
の
学
者
に
教
え

を
受
け

た
が
、
ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
の
解
釈

を

め
ぐ
っ
て

見
解
を
異
に
し

た
た
め
、
そ

の
許

を
去
っ
て
ヤ
ー
ム
ナ
の
高
弟
に

師
事
し
、
ヤ
ー
ム
ナ
の
遺
志
を
継

い
で
、
こ
の
派
の
教
義
を
組
織
す
る

と
こ

ろ
と
な
っ
た
。

著
作
と
し
て
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
解
釈
し
つ
つ
自
説
を
開
陳

し
た
『

グ

ェ
ー
ダ
ー
ル
タ
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
、
『
ブ
ラ
フ
マ
・
ス
ー
ト
ラ
』
に
対
す
る
注
解

書
『
シ
ュ
リ
ー
バ
ト
シ
ヤ
』
、
『
バ
ガ
グ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
に
対
す
る
注

解
書
『

ギ
ー
タ
ー
バ
ー

シ
ヤ
』
そ

の
他

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
サ

ン
ス
ク
リ

ッ

卜
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い

る
。

こ
れ
ら
諸
作
品
に
表
明

さ
れ
た
ラ

ー
マ
ー
ヌ

ジ
ャ
思
想
の
特
徴

を
把
握
す

る
た

め
、
先
行
す
る
諸
学
者
の
教
義
を
瞥
見
し
て

お
き
た
い
。

ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
奉
ず
る
グ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
学
派
の
教
説
の
主
目
的
は
、

ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
に
説
か
れ
る
最
高
原
理
ブ
ラ
フ

マ
ン
と
、
雑
多
に
あ
ら
わ

れ
て

い
る
現
象
界

と
の
関
係
を
、
矛
盾
な
く
説
明
づ
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
。
多
数
の
学
者

が
考
察
し
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
『

ブ
ラ
フ
マ
・

ス
ー
ト
ラ
』

が
紀
元
四
〇
〇

―
四
五
〇
年
こ
ろ
、
現
形

の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
こ

の
聖
典
は
、
ブ
ラ
フ

マ
ン
を
純
粋
有

、
純
粋
精
神
な
る
唯
一
の
実

在
と
す
る
一
元
論
を
主
張
し
て
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
学
派
に
よ
る
二
元
論
の
教
説



に
対

抗
し

た
。
し
か
し
、
『
ブ
ラ
フ

マ
・

ス
ー
ト
ラ
』

は
、
純
粋
唯
一

の

ブ

ラ
フ

マ
ン
が
い
か
に
し
て
雑
多
な
現
象
界

と
し
て
変
化
す
る
の
か
、
充
分

に

解
明
す

る
に
は
至

ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ャ

ン
カ
ラ
　

こ

の
問
題
に
対
し
て
、
イ

ン
ド
最
大

の
哲
人
と
称
せ
ら
れ
る

八
世

紀
の

シ
ャ
ン

カ
ラ
は
、
幻
影
主
義
的
一
元
説

に
よ
っ
て
答
え
た
。

シ
ャ
ン
カ
ラ

説
に
よ
れ
ば
、
純
粋
有
、
純
粋
知

な
る
ブ
ラ

フ
マ
ン
は
、
開

展
者

で
あ
り

、
ま
ず
未
開

展
の
名
称
・
形

態
を
開
展
し
、
そ

こ

か

ら

空
・

風
・
火

・
水
・
地

の
五
大
元
素
が
順
次
開
展
し
て
現

象
世

界
が
構
成
さ
れ
る
。

未

開
展

の
名
称

い
形

態
は
、
こ
れ
で
あ
る
と
も
別

の
も
の
で
あ

る
と
も
言
い

あ
ら
わ
し
得
ぬ
も
の
で
あ
り
、
無
明
（
ａ
ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
）
に
よ
っ
て
付
託
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

か
ら

、
現

象
世

界
は
、
あ
た
か
も
魔
術
師

が
造
り
出

し
た
幻
影

の

ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
付

託
と
は
、
た
と
え

ば
縄
を
見
て
、
過
去

に

見

た
蛇
を
想
起
し
、
そ
こ
に
存
在
し

な
い

蛇
が
実

在
す
る
と
誤
認
し
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ど

う
し
て

シ
ャ
ン

カ
ラ
は
、
ブ
ラ
フ

マ
ン
を
真
実

、
現
象
界
を
虚
妄
で
あ

る
と
断
ず
る
こ

と
に
よ
り

、
唯

一
不
変

の
真

実
在
と
雑
多
で
変
化
す
る
現
象

界
と
の
関
係
を
解
明
し
た
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
系
統
の
思
想
は
、
不
二
一
元
論

（
a
d
v
a
i
t
a
）
と
呼
ば
れ
る
。
ブ
ラ
フ
マ
ン
が
唯
一
無
差
別
で
あ
れ
ば
、
何
物

が
無
明
を
有
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
難
点
を
含
み
っ
つ
も
、
シ
ャ
ン
カ
ラ

説
は

、
イ

ン
ド
思
想

界
に
圧

倒
的
な
勢
力

を
保
持
し
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

バ

ー
ス
カ
ラ
　

九
世

紀
に
、
バ
ー
ス
カ
ラ

が
現
象

界
も
実
在
す
る
と
い
う
見

解
を
も

っ
て

『
ブ
ラ
フ

マ
・

ス
ー
ト
ラ
』
に
注
解

を
施
し

た
。
か
れ
に
よ
れ

ぱ

、

ブ

ラ

フ

マ

ン

と

現

象

界

の

関

係

は

、

火

と

火

花

の

関

係

、

も

し

く

は

水

と

波

と

の

関

係

に

比

せ

ら

れ

る

。

水

と

い

う

面

か

ら

見

れ

ば

唯

「

に

し

て

差

別

は

な

い

が

、

波

に

大

波

、

小

波

の

差

が

あ

る

よ

う

に

、

現

象

界

の

差

別

が

生

じ

て

い

る

の

で

あ

る

。

唯

一

の

ブ

ラ

フ

マ

ン

が

雑

多

に

な

る

の

は

、

海

の

も

っ

て

い

る

力

に

よ

っ

て
波
が
変
化
し
、
火
に
輝
き
や
燃
す
力
が
あ
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
自
体

が
も
っ
て
い
る
可
能
力
（
s
a
k
t
i
）
に
よ
る
。
個
我
の
差
別
は
、
限
定
的
添
性

（
u
p
a
d
h
i
）
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
バ
ー
ス
カ
ラ
の
説
は
、
不
一
不
異
説
（
ｂ
ｈ
ｅ
ｄ
ａ
ｂ
ｈ
ｅ
ｄ
ａ
-
ｖ
ａ
ｄ
ａ
）

と

呼

ば

れ

る

。

ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ヤ
の
教
義
　
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
は
、
不
二
一
元
論
派
に
対
し

て
は
無
明
説
を
論
難
し
、
不
一
不
異
説
に
対
し
て
は
、
部
分
な
き
ブ
ラ
フ
マ

ン

が

限

定

的

添

性

と

結

合

す

る

こ

と

に

な

る

と

批

判

し

つ

つ

、

自

説

を

組

織

し

た

。

ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

は

。

根

本

原

理

ブ

ラ

フ

マ

ン

と

最

高

神

ヴ

ィ

シ

ュ

ヌ

と

を

同

一

視

し

、

そ

の

最

高

神

を

ナ

ー

ラ

ー

ヤ

ナ

神

と

呼

ぶ

。

（

か

れ

は

、

ナ

ー

フ

ー

ヤ

ナ

を

最

高

神

の

名

と

し

、

ヴ

ィ

シ

ュ

ヌ

を

そ

の

一

顕

現

と

す

る

。
）

ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

は

、

絶

対

者

と

現

象

界

の

関

係

を

説

明

す

る

の

に

、

Ｂ
ｒ
ｈ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｙ
ａ
ｋ
ａ
-
Ｕ
ｐ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ａ
ｄ

，
　
３
，
　
７
の
内
制
者
説
と
、
Ｓ
ｖ
ｅ
ｔ
ａ
ｓ
ｖ
ａ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
-
Ｕ
ｐ
-

ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ａ
ｄ
，
　
１
,
　
１
２
の
三
種
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
説
を
依
用
し
た
。

世
界
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
精
神
的
な
も
の
（
c
i
t
）
、
非
精
神
的
な
も

の
（
a
c
i
t
）
お
よ
び
最
高
神
（
Ｉ
ｓ
ｖ
ａ
ｒ
ａ
）
で
あ
る
。
最
高
神
は
、
前
二
者
の
内



部
に
あ
っ
て

こ
れ
を
統

御
し
て

い
る
。
現
象
世

界
は
、
最
高

神
の
身
体
で

あ

り
、
様

相
で
あ

る
。

つ
ま
り

、
ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
現
象
界

と
の
関

係
を
、

精
神
と
身
体
と
の
関
係
に
比
定
し
て
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

精
神
的
な
も
の
・
非
精
神
的

な
も
の
は
、
ブ
ラ
フ

マ
ン
が
原
因
の
状
態
に

あ
る
と
き
に
は
、
名
称

と
形
態

の
区
別

の
な
い
微
細
な
状
態
に
あ
る
。
ブ
ラ

フ

マ
ン
（
＝
最
高
神
）
は
、
宇
宙

を
創
造
し
て

の
ち
、
粗
大
な
形
を

と
る
精

神
的
な
も
の
・
非
精
神
的
な
も

の
に
ア

ー
ト

マ
ン
と
し
て
入
っ
て
、
そ

の
内

制
者
と
な
る
。

個
我

は
、
無
始
よ
り

の
自
己

の
業
に
よ
っ
て

輪
廻

の
苦
を
受

け
て

い
る
が
、

本
来
ブ
ラ
フ

マ
ン
と
同

一
で
あ

る
か
ら
、
知

と
歓
喜

と
を
有
し
て

お
り

、
単

に
業

と
い
う
無
明
に
覆

わ
れ
て

い
る
に
す

ぎ
な
い
。
こ

の
無
明

を
破
り

、
ブ

ラ
フ

マ
ン
た
る
最
高
人
格
の
真
性

を
体
現
す

れ
ば
、
死
後

に
お
い
て

解
脱
す

る
。解

脱
に
達
す

る
手
段

は
、
最

高
人
格
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
を
知
る
こ
と
で
あ

る

が
、
そ
れ
に
は
、
ま
ず
ヴ
ェ
ー
ダ
の
読
誦
か
ら
始
め
ね
ぱ
な
ら
た
い
。
ヴ
ェ

ー
ダ
の
内
容

を
正

し
く
知
る
た
め
に
、
儀
式
祭
式
を
説
く
ミ

ー
マ
ー
ン
サ

ー

の
学
習
を
行

な
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
祭
式

に
よ
る
果
報

が
有
限
で

あ
り

、
グ

ェ
ー

ダ
ー
ン
夕
の
学
習
に
よ
る
果
報

が
無
限
で
あ

る
こ
と
を
知

る
。
　

こ
の
学
習
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
は
、
念
想
（
ウ
パ
ー
サ
ナ
）
こ
そ
が
ブ

ラ
フ

マ
ン
を
知
る
手
段
で
あ

る
と
い
う
こ

と
で
あ

る
。
念
想

と
は
、
記
憶
の

不
断
の
連
続
で
あ
り
、
ブ
ラ
フ

マ
ン
た
る
最

高
神

を
、
愛
情
こ

め
て

ひ
た
す

ら

念

想

す

る

こ

と

に

よ
り

、

ブ
ラ

フ

マ

ン

に
至

る

。

愛

の

こ

も

っ

た

念

想

を

バ

ク

テ

ィ

と

い

う

。

現

象

界

を

構

成

し

て

い

る

精

神

的

な

も

の

・
非

精

神

的

な

も

の

は

、

ブ
ラ

フ

マ

ン
の

身

体

で

あ

り

様

相

で

あ

る

か

ら

、
絶

対

者

が
そ

の
両

者

に

よ

っ
て

限

定

さ

れ
て

い

る
こ

と

と

な

る
。

こ

こ

か

ら

、

か

れ

の
教

説

は
、

被

限

定

者

不
二
一
元
論
（
ｖ
ｉ
s
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｉ
ｔ
ａ
-
ｖ
ａ
ｄ
ａ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

以

上

が

、
ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

の
教

義

の

大

綱

で
あ

る
。

ブ
ラ

フ

マ

ン

と
最

高

神

の
同

一

視

、

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ
ド

の
行

法

で

あ

る

念

想

と

、

民
間

信
仰

の

バ

ク

テ

ィ

の
同

一

視

に

、

ヴ

ェ

ー

ダ

ー

ン

タ
哲

学

と

一

神

教

信

仰

の

融
合

統

一

へ

の

志

向

を

窺

う

こ

と

が

で
き

よ

う
。

三

、

空

海

の

教

義

三

大

論
　

空

海

に

つ
い

て

は

、

教

義

の
大

綱

の
み

を

見

る

。

教

義

の

骨

格

を

な
し

て

い

る
の

は

、

顕

密

二

教

の

教

判

、
十

住

心

の
教

判

、

そ

し

て

六

大

体

大

、
四

曼

相
大

、
三

密
用

大

の
三

大

論

で

あ

る
。

教

判

論

は
、

他

宗

に

対

す

る

真
言

宗

の
位

置

づ

け

を

主
題

と
す

る

も

の

で
あ

る

か
ら

、
い

ま

と
り

あ

げ

る

べ
き

は
三

大

論

で

あ

る

。
こ

の
教

義

は

『
即

身

成

仏
義

』

で

論

ぜ
ら

れ
、

冒
頭
の
二
頌
八
句
の
頒
文
に
要
約
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

六

大

無

礙

常

瑜

伽
　

四

種

曼
荼

各

不

離

三

密

加

持

速

疾

顕
　

重

々

帝
網

名

即

身

法

然

具

足

薩

般

若
　

心

数

心
王

過

剰

塵

各

具

五

智

無

際

智
　

円

鏡

力
故

実

覚
智



空

海
は
、
宇
宙
を
法
身
大
日
如

来
の
あ
ら
わ
れ
と
見
、
如

来
と
い
う
真
実

在

を
本

体
（
体
）
と
様
相
（
相
）

と
作
用
（
用

）
の
三
方
面

か
ら
考
察
す
る
。

ま

ず
、
本
体

と
し
て
説

か
れ
る
の
が
、
地
大

・
水
大

・
火
大

・
風
大

・
空

大
・
識
大
と
い
う
六
つ
の
根
源
的
な

る
も
の
（
六
大

）
で
あ

る
。
こ

の
六
大

は
単
な

る
実
体
概
念
で
は
な
く
、
現
象
界
と
絶
対
界

の
両
界

を
象
徴
す

る
標

職

で
あ
る
。
絶
対
界
の
六

大
（
法

爾
の
六
大
）

と
現
象
界
の
六
大
（
随
縁
の

六
大

）
と
は
、
能
生
、
所

生
の
関

係
に
あ
る

が
、
実
は
二
而
不

二
で
あ
り
、

そ

れ
ぞ
れ
の
働
き

は
自

由
で

、
妨

げ
な
く
互
い
に
渉
入
相
応
し
て
い
る
。

宇
宙

の
様
相
に
つ
い
て

の
論

は
、
四

曼
説
と
し
て
展
開
す

る
。
宇
宙
を
普

遍
相
か
ら
見
た
大

曼
荼
羅
、
特
殊
相

か
ら
見

た
三
昧
耶

曼
荼
羅

、
言
語
文
字

と
見
た
法
曼
荼
羅
、
活
動

面
か
ら
見
た
羯
磨
曼
荼
羅

が
説

か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ

仏
菩
薩
の
具
体
相
、
持
物

、
種
子
、
彫
刻
形
式
と
し
て
象
徴
化
さ
れ
把
握

さ

れ
る
。

こ
う
し
て
、
宇
宙
の
本
体
と
様

相
と
を
象
徴
と
し
て
描
い
た
上
で
、
そ
の

実

践
的
把
握
方
法

と
し
て
の
三
密
用
大

説

が
説
か
れ
る
。

宇
宙
の
働
き

は
、
法
身
大
日
如

来
の
身
体
、
言
語
、
精
神
の
三
活
動
（

三

密
）

と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
。

「

三
密
と
い
う
は
、
一
に
は
身
密

、
二

に
は
語
密

、
三
に
は
心
密

な
り
。

法
仏
の
三
密
は
、
甚
微
細
に
し
て
等
覚
十
地
も
見
聞
す
る
こ
と
能
わ

ざ
る
が
ゆ
え
に
密
と
い
う
」
。

そ
し
て
、
如
来
の
三
密
に
、
わ
れ
わ
れ
衆
生
の
三
密
を
合
致
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
仏
一
如
を
体
験
す

る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
い
う
。

「
も
し
、
真
言
行
人
あ
っ
て
こ
の
義
を
観
察
し
て
手
に
印
誓
を
作
し
、

口
に
真
言
を
誦
し
、
心
三
摩
地
に
住
す
れ
ば
、
三
密
相
応
し
て
加
持
す

る
が
ゆ
え
に
、
早
く
大
悉
地
を
得
」
。

四

、
教

義

の
比

較

類

似
性
　

空
海
も
ラ
ー

マ
ー
ヌ

ジ
ャ
も
、
宇
宙
の
根

本
原
理

を
人
格
的
に
と

ら
え
、
前
者
は
大
日
如
来
、
後
者
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
=
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
と
呼
ん

だ
。存

在
論
に
つ
い
て
言
え

ば
、
空

海
は
六
大
説

を
説
い
た
。
ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ

ャ
は
、
先
行
す
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
が
五
大
説
を
説
い
た
の
に
対
し
、
三
大
説
を

採
用
し
て
い

る
。

認

識
論
に
関
し
て
は
、
両
者
と
も
に
、
宇
宙
原
理
と
人
間
と
の
間
に
直
接

的

な
つ
な

が
り
の
存
す
る
こ

と
を
認

め
、
こ

れ
を
神

秘
的
な
境
地
に
お
い
て

体
験
し
う
る
と
す
る
点
で
、
神
秘
主
義
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

実
践
論
に
つ
い
て
は
、
空
海
は
三
密
加
持
を
説
き
、
ラ
ー

マ
ー
ヌ

ジ
ャ
は

バ
ク
テ
ィ
を
説
く
。
三
密
加

持
の
柱
は
、
意
に
本
尊
を
観
ず
る
こ

と
で

あ
る
。

一
方
の
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
バ
ク
テ
ィ
と
は
、
ウ
パ
ー
サ
ナ
と
同
義
と
さ
れ
、

こ

れ
は
愛
を
こ

め
て
神
を
憶

念
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

以
上

の
よ

う
な
教
義
構
造

を
対
比
す
る
と
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

両
者

の
教
義
は
、
大
綱
に

お
い
て
、
極
め
て
類
似
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

現
実
界
の
肯
定
　

そ
の
他
の
類
似
点
を
求
め
る
な
ら

ば
、
両

者
が
、
と
も
に

現
実
肯
定
の
立
場

に
立
っ
た
こ

と
で
あ

る
。



先
行
す
る
有
力
な
哲
学
派
で
あ
る
不
二
一
元
論
派
が
、
現
実
世
界
を
虚
妄

で
あ
る

と
見

る
の
に
反

論
し
て

、
ラ

ー
マ
ー
ヌ

ジ
ャ
は
、
こ
の
世
は
最
高
神

の
あ
ら

わ
れ

と
し
て
真
実
で
あ

る
と
強
調
し

た
。

空
海
の
場
合
、
不
二
一
元
論
派
に
比
定
さ
れ
る
位
置
に
あ
る
の
は
、
奈
良

時
代
の
仏
教
諸
学
派
、
す
な

わ
ち
三
論

、
法
相

、
華
厳
で
あ
る
。
三
論
宗
は

空
を
説
き
、
法
相
宗

は
、
現
象
界
は
識

の
転
変

に
す

ぎ
ぬ
と
論
ず
る
。
華
厳

宗
ま
た
、
仏
の
眼
で
世
界
を
眺

め
、
「
三
界
虚
妄
、
但
是

心
作
」
と
説

い

て

い

る
。
現
実
否

定
的
な
色
彩
が
濃
厚
な
教
え
で
あ
る
。
こ

れ
に
対

し
て
、
空

海

は
現
実

肯
定
の
密
教
を
選
び
と
っ
た
の
で
あ

る
。

ク
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
哲
人
ウ
ッ
ダ
ー
ラ
カ
は
、
万
有
が
有
か
ら
展
開
し
た

こ

と
を
説

い
た
。
有
か
ら
発
現
し
た
も
の
と
し
て
現
象
も
ま
た
有
で
あ

る
と

い
う
こ

の
思
想

を
、
ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
は
踏
襲
し
た
も

の
と
見

る
こ

と
が
で

き

る
。

空
海

の
所
説

も
ま
た
有
論
で

あ
る
。
空
海
は
、
『
声
字
実
相
義
』

に

お

い

て
論
ず
る
。
「
も
し
衆

生
も
ま

た
本
覚
法
身
あ
り

、
仏
と
平
等
な
り

と

い

わ

ぱ
、
こ
の
身
、
こ
の
土
は
法
然
の
有
な
る
の
み
。
三
界
六
道
の
身
お
よ
び
土

は
、
業
縁
に
し
た

が
っ
て
有

な
り
。
こ

れ
を
衆

生
の
随
縁
と
名

づ
く
」
と
。

た
だ
し
、
両
者
の
有
説
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
有
説
の
単
な
る
継
承
で

ｉ

・
‐

Ｉ

Ｉ
　

Ｉ
・

・

―

－

：

は

な

い

。

空

海

に
あ

っ

て

は
大

乗

仏
教

の

空
説

に

よ

っ
て

否

定

さ

れ

た
現

実

界
を
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
に
あ
っ
て
は
不
二
一
元
論
派
に
よ
っ
て
虚
妄
と
さ

れ

た
現

実
界

を

、
再

び

よ
み

が
え

ら

せ

た

も

の

で

あ

り

、

否

定

の
否

定
に

よ

る

肯
定

の

立

場

で

あ

る
。

こ

こ

に

も

、
両

者

の

教

義

の

共

通

性

が
見

ら

れ

る
。

二

派
並

立

の

問

題
　

さ

ら

に
共

通

性

と

し

て

二

派

並

立

の

問

題

が

あ

る
。

空

海

は
如

来

の

大

悲

を
説

き

、
ラ

ー

マ
ー

ヌ

ジ

ャ
は

神

の

慈

悲

を
説

い

て

い

る

が
、

現

象

世

界

が
絶

対

者

の

あ

ら

わ

れ

と

し

て

真

実

で

あ
り

、
し

か

も

万

物

が
絶

対
者

の

慈

悲

に

つ
つ

ま

れ

て

い

る

の

で

あ

れ

ば

、

わ

れ

わ
れ

は
絶

対

者

と

同

等

で

あ

り

、

こ

と

さ

ら
絶

対
者

に

近

づ
こ

う

と
す

る
努

力

は
不

必

要

な

の

で

は

な

い

か
と

い

う

考
え

方

が
生

じ

て

く

る
。

ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
派
は
ヽ
後
代
に
お
い
て
ヽ
南
方
派
（
T
h
e
n
g
a
l
a
i
)
と
北

方
派
（
V
a
d
a
g
a
l
a
i
）
と
に
分
裂
し
た
・

南

方

派

の

説

は

、

猫

の
理

論

（
m
a
ｒ
ｊａ
ｒ
ａ
-ｎ
ｙ
ａ
ｙ
ａ
）

と

呼

ば

れ

る
。

子

猫

が
母

猫

の

愛

を

信

じ

て

鳴
い

て

い

れ

ば

、
母

猫

が
子

猫

の

首

を
く

わ
え

て

救

っ
て

く

れ

る

よ

う

に

、
神

に
全

て

を

ゆ

だ

ね

る

信

愛

さ

え

あ

れ

ば
救

わ
れ

る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
方
派
は
、
猿
の
理
論
（
m
a
r
k
a
t
a
-

ｎ
ｙ
ａ
ｙ
ａ
）

を

説

い

た

。
子

猿

が
母

猿

の

背

に

し

が

み

つ

か

な

け

れ

ば
救

わ

れ

な

い

よ

う

に

、
神

に

し

が
み

つ
こ

う

と
す

る

人
間

の

努

力

、

修
行

が
必

要

だ

と

い

う

の

で

あ

る
。
〔
こ

の

猿

猫

論

争

は

、

キ

リ

ス

ト

教

神
学

に

お
け

る

恩

寵
（
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ａ
）
　
に
関
す
る
議
論
、
浄
土
教
に
お
け
る
一
念
義
・
多
念
義
や
本

願

ぼ
こ

り

の

問

題

と
も

比

較

考

察

さ

る

べ
き

課
題

で

あ

る
〕
。

空
海
の
場
合
祀
も
、
後
代
に
、
本
有
家
と
修
生
家
の
両
説
が
生
じ
て
い
る
。



わ
れ
わ
れ
も
本
来
の
立
場
に

お
い
て

は
仏
で
あ

る
か
ら

凡
夫
即
仏
で
あ
る

と
主
張
す
る
の

が
本
有
家
で
あ
り

、
凡

夫
が
仏
で

あ
る
こ

と
を
体
得
す

る
ま

で
に
は
距
離

が
あ

る
と
見

る
の
が
修
生
家
で
あ

る
。

二
派

の
出
現
は
、
開
祖

の
教
義
の
中

に
、
両

様
の
解
釈
を
許
容
す

る
内
容

が
含
ま

れ
て
い

た
と
考
え

る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

教

義
の
異
質
性
　

次

に
、
両

者
の
教
義
に
内
在
す
る
本
質

的
な
相

違
点
を
見

て

ゆ
く
こ

と
と
し
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
両

者
と
も
に
最
高
実
在
を
人
格
的
な
も

の
と
し
な
が
ら
、

ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
絶
対

者
が
世
界
創
造
を
行
な
う
の
に
対
し

、
空
海
の
大

日
如

来
は
創
造
神
で
は
な
い
点

が
本
質
的
に
異
な

っ
て
い

る
。

「

か
く
の
ご
と
く
の
経
文
は
、
み
な
六
大
を
も
っ
て
能

生
と
な
し
、
四
法

身
、
三
世
間
を
も
っ
て
所
生

と
な
す
。

…
…
（
中
略
）
…
…
能
所

の
二

生

あ

り
と
い
え

ど
も
す

べ
て
能
所

を
絶

せ
り
。
法
爾

の
道
理
に
何
の
造
作
か
あ
ら

ん
」
と
空

海
は
論

ず
る
。
ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
は
、
神

に
よ
る
宇
宙
の
創
造
・

存
続
・
帰
滅

を
説
き

。
空
海
は
こ

れ
を
説
か

な

い

。
た

だ

し
、
歴
史

の
発

展

・
展
開

と
い

う
観
念
が
欠
落
し
て
い
る
点
で

は
、
両

者
共
通
し
て
い

る
。

ま
た
、
解
脱

な
い
し
成
仏
の
手
段
の
内
容
に
お
い
て
相
違

が
見
ら

れ
る
。

ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
用

い
る
意
味
に
お
け
る

バ
ク
テ

ィ
も
、
三
密
加
持
も

、

念
想
を
特
質

と
し
て
い
る
が
、
前
者

が
絶
対
者
に
対
す
る
愛

を
含
ん
で

い
る

の
に
対

し
、
後
者
に
は
そ
れ

が
な
い
。

空
海
は
説
く
。
「
加
持
と
は
、
如
来
の
大
悲
と
衆
生
の
信
心

と
を
表

わ
す

。

仏
日
の
影
、
衆
生

の
心
水
に
現
ず
る
を
加

之
い

い
、
行

者
の
心
水
よ
く
仏
日

を
感
ず
る
を
持
と
名

づ
く
。
行
者
よ
く
こ
０

理
趣
を
観

念
す

れ
ば
ご

二
密
祖

応
す
る
が
ゆ
え
に
、
現
身

に
速
疾
に
本
有
の
三
身
を
顕
現
し
証
得
す
」

と
。

空
海
は
、
絶
対
者

と
わ
れ
わ
れ
と

が
交
流
す
る
関

係
を
、
絶
対
者

の
救
済

力
（

加
）
と

わ
れ

わ
れ
の
受
容
力
（

持
）
と
の
関

係
に
よ
っ
て

説
い
て
い
る
。

こ
こ
で
「
持
」
は
、
「

信
心
」

と
同
義
と
し
て
説
か
れ
て
い

る
が
、「

信
心
」

の
内
容
は
い

か
な
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

空
海
の
『
三
昧
耶
戒

序
』

に
「
初

め
に
信
心
と
は
、
決
定
堅
固
に
し
て
退

失
な

か
ら

ん
と
欲

う
が
た
め
の
ゆ
え

に
こ
の
心
を
発
す
」
と
あ
っ
て
、
続
い

て
十
義
を
述

べ
て
い

る
。

そ
れ
は
、
澄
浄
、
決
定
、
歓
喜
、
無
厭
、
随
喜
、

尊
重
、
随
順

、
讃
嘆

、
不

壊
、
愛
楽
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
『
釈
摩
訶
衍
論
』

巻
一

に
よ

っ
た
も
の
で
あ
り
。
第
十
に
愛
楽
の
義
を
説
く
も
の
の
、
神
へ
の

愛

を
第
一
義

と
す

る

バ
ク
テ
ィ
と
は
、
性
質
を
異
に
し
て
い
る
と
見
な
さ
ね

ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
は
、
精
神
と
物
質
と
を
明
確
に
区
別
す
る
が
、

空
海
は
両

者
の
本
質
的
相
違

を
否
定
し
て

い
る
。
ま

た
、
ラ

ー
マ
ー
ヌ

ジ
ャ

は
即
身
解
脱

を
説

か
な
い

が
、
空
海
の
主
張
す

る
と
こ
ろ
は
即
身
成
仏
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
両
開
祖

の
教
義
の
相
違
点
を
指
摘
す

る
こ

と
が
で
き

る
。

五

、

お

わ

り

に

空
海

と
ラ

ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
教
義
構
造
の
類
似
性
と
、
モ
こ

に
内

在
す

る

異
質
性

を
眺

め
て
き

た
。
そ
こ
で

、
何
ゆ
え
に
異
質
性

が
生
じ
た
の
か
を
考

察

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下

に
い
さ
さ
か
卑
見
を
述

べ
、
識
者
の
教
示
叱
声



を

仰

ぎ

た

い

。

中

性

原

理

と

人

格

原

理
　

両

者

の

絶

対

者

観

と

実

践

論

に

見

ら

れ

る

異

質

性

は

、

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

の

思

想

に

淵

源

を

求

め

う

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

周
知
の
よ
う
に
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
け
る
最
高
原
理
は
、
ブ
ラ
フ
マ

ン

と

ア

ー

ト

マ

ン

で

あ

る

。

前

者

が

中

性

的

原

理

、

後

者

が

人

格

的

原

理

で

あ

る

こ

と

も

よ

く

知

ら

れ

て

い

る

。

イ

ン

ド

に

は

、

非

人

格

的

な

原

理

を

最

高

と

す

る

思

惟

と

、

人

格

的

な

原

理

を

最

高

と

す

る

思

惟

と

が

並

存

し

て

い

た

わ

け

で

あ

る

。

原

始

仏

教

に

お

い

て

宇

宙

の

統

一

的

原

理

と

考

え

ら

れ

た

も

の

は

ダ

ン

マ

（

法

）

で

あ

る

。

こ

の

語

は

男

性

名

詞

で

は

あ

る

が

、

内

容

的

に

は

非

人

格

的

な

原

理

と

い

え

よ

う

。

仏

教

に

も

法

身

と

い

う

理

念

が

あ

り

、

次

第

に

人

格

性

を

濃

く

帯

び

る

よ

う

に

は

な

っ

た

も

の

の

、

本

質

的

に

非

人

格

的

原

理

を
立
て
る
傾
向
が
強
か
っ
た
た
め
、
決
し
て
創
造
を
行
な
う
よ
う
な
原
理
と

は

な

ら

な

か

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

密

教

で

は

、

人

格

的

色

彩

が

さ

ら

に

濃

厚

に
な
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
な
思
惟
形
態
は
変
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
あ
く
ま

で
中
性
的
で
あ
る
絶
対
者
に
対
し
て
愛
を
抱
く
と
い
う
思
想
が
生
じ
な
か
っ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

ヴ

ェ

ー

ダ

ー

ン

夕

学

派

に

あ

っ

て

は

、

は

じ

め

は

中

性

的

・

非

人

格

的

な

原

理

を

仰

い

で

か

た

が

、

次

第

に

人

格

的

原

理

を

最

高

と

す

る

思

惟

が

優

勢

に

な

っ

て

い

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

シ

ャ

ン

カ

ラ

が

、

ブ

ラ

フ

マ

ン

を

属

性

な

き

純

粋

知

で

あ

る

と

見

た

の

に

対

し

、

ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

は

、

あ

ら

ゆ

る

美

な

る

属

性

を

具

え

た

知

者

で

あ

る

と

見

た

。

同

じ

学

派

に

属

す

る

哲

人

で

あ

る

が

、

シ

ャ

ン

カ

ラ

は

、

非

人

格

的

原

理

を

最

高

と

す

る

思

想

系

譜

に

連

な

り

、

ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

は

、

人

格

的

原

理

を

最

高

と

す

る

思

惟

に

連

な

る

も

の

と

見

ら

れ

る

。

非

人

格

的

原

理

、

人

格

的

原

理

を

立

て

る

二

つ

の

思

惟

傾

向

は

、

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

よ

り

さ

ら

に

遡

っ

て

『
リ

グ

ー
ヴ

ェ

ー

ダ

』

に

至

り

Ｊ

人

間

臭

の

濃

い

イ

ン

ド

ラ

神

を

崇

め

る

信

仰

（

人

格

的

原

理

）

と

、

厳

格

な

律

法

神

ヴ

ァ
ル
ナ
（
こ
の
神
が
保
持
す
る
天
則
リ
ダ
）
を
崇
め
る
信
仰
（
中
性
的
原

理

）

と

に

淵

源

を

求

め

う

る

か

も

知

れ

な

い

。

現

実

肯

定

的

思

惟
　

考

察

す

べ

き

別

の

問

題

が

残

っ

て

い

る

。

空

海

も

ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

も

先

行

す

る

思

想

を

乘

り

こ

え

て

、

と

も

に

現

実

肯

定

の

立

場

に

立

っ

た

が

、

そ

の

思

惟

を

生

み

出

し

た

背

景

を

ど

こ

に

求

め

う

る

か

と

い

う

問

題

で

あ

る

。

軽
々
な
断
定
は
下
せ
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
空
海
の
場
合
は
、
現
実
肯
定
的

と

評

さ

れ

る

日

本

人

一

般

の

思

惟

傾

向

の

あ

ら

わ

れ

と

し

て

解

す

る

こ

と

が

で

き

よ

う

。

問

題

な

の

は

ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

の

場

合

で

あ

る

。

な

ぜ

な

ら

、

イ
ン
ド
人
一
般
の
思
惟
傾
向
は
、
現
実
否
定
的
と
評
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
バ
筆
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
南
イ
ン
ド
に
は
、
ア

ー
リ
ア
文
明
と
は
異
質
の
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
文
明
の
流
れ
が
存
在
し
て
い
る
。
ド

ラ

ヴ

ィ

ダ

系

の

代

表

的

言

語

と

し

て

タ

ミ

ル

語

が

あ

り

、

そ

の

古

典

と

し

て

サ

ン

ガ

ム

文

学

が

残

存

し

て

い

る

。

こ

の

文

学

は

、

ア

ガ

ム

と

プ

ラ

ム

に

二

大

別

さ

れ

る

が

、

前

者

の

中

心

的

テ

ー

マ

は

男

女

の

恋

愛

で

あ

り

、

後

者

の

そ

れ

は

戦

争

で

あ

る

。

ド

ラ

ヴ

ィ



ダ

の

古

典

の

思

惟

は

、

ク

パ

ニ

シ

ャ

ッ
ド

と
は

異

な
り

、

極

め
て

現

実

的

な

も

の

に
関

心

を

寄

せ

て

い

る

の

で
あ

る

。

両
文
明
が
接
触
し
た
際
に
、
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
的
思
惟
が
ア
ー
リ
ア
文
明
に
圧

倒

さ

れ

、

現

実

肯

定

的

思

惟

が

長

く

埋

も

れ

る

こ

と
と

な

り

、

そ

れ

が

バ

ク

テ

ィ

運

動

の

高

ま
り

と

と

も

に

蘇

生

し

た

の

で

は

な

い

だ

ろ
う

か

。

ラ

ー

マ
ー

ヌ

ジ

ャ
教

学

は

、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ
卜

と
タ

ミ

ル
の

総

合

学

派

の

継

承

で

あ

る

。

か

れ

の

現

実

肯

定

的

教

義

は

、

本

人

は

意

識

し

な

か
っ

た

に

も
せ
よ
、
ア
ー
リ
ア
的
思
惟
に
屈
し
て
い
た
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
的
思
惟
の
復
活
を

意

味

す

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

現

実

肯

定

の

立

場

を

と

る

密

教

が

、

南
イ
ン
ド
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
も
、
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
的
思
惟
と
の
関

連

に

お

い

て

考

察

さ

る

べ
き

で
あ

ろ

う

。

と

も

あ

れ

、

空

海

、

ラ

ー

マ

ー

ヌ

ジ

ャ

と

い

う

二

人

の

思

想

家

は

、
現

実

世
界
を
肯
定
し
つ
つ
、
究
極
的
に
本
来
の
自
己
の
実
現
を
め
ざ
し
た
。
空
海

は
、
如
実
に
自
心
の
根
源
を
き
わ
め
、
そ
こ
へ
帰
ろ
う
と
し
た
。
ラ
ー
マ
ー

ヌ
ジ
ャ
も
ま
た
、
自
心
の
奥
底
に
神
の
存
在
す
る
こ
と
を
確
信
し
、
愛
を
こ

め

て

そ

の

唯

一
神

を

直

証

し

よ

う

と

し

た

。

こ

の

点

に

お

い
て

、

両

者

の

思

索

は

、

唯

一
な

る
も

の
を

索

め
て

瞑

想

し

た

ク
パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

の
哲

人

た

ち

の

思

索

に
連

な

る
も

の

と
い

え

よ

う

。

（
１
）
　
c
f
・
拙
稿
「
ヤ
ー
ム
ナ
作
『
ス
ト
ー
ト
ラ
ラ
ト
ナ
』
」
（
「
成
仏
研
紀
要
」
六
号
、

昭
五
二
）
。

（
２
）
ｃ
ｆ
．
拙
稿
「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
生
涯
―
―
Ｙ
ａ
ｔ
ｉ
ｒ
ａ
ｊ
ａ
ｖ
ａ
ｉ
ｂ
ｈ
ａ
ｖ
a
m
和
訳

（
「
成
仏
研
紀
要

」
七

号
、
昭
五
七
）
。

（
３
）
　
著
作
に

つ
い
て
は
注
（
２
）
の
訳
注

参
照
。

（
４
）
　
ｃ
ｆ
．
前
田
專
学
「
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
哲
学
―
―
シ
ャ
ン
カ
ラ
を
中
心
と
し

て

」
（

平

楽

寺

書
店

、

昭

五

五

）
。

（
５
）
　
ｃ
ｆ
．
金
倉
円
照
「
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
一
異
流
―
―
パ
ー
ス
カ
ラ
に
つ
い
て
」

（
金

倉

『
イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

研

究

』

Ⅲ

、

春

秋

社

、

昭

五

一
）
。
拙

稿
「

バ
ー

ス

カ
ラ

の

仏

教

批

判

日

」
（
『
田

村

博

士

還
暦

記

念

論

集

』
春

秋

社

、

昭

五

七

）
。

同

「

外

教

に

よ

る

仏

教
批

判

の

一

事

例
」
（
「
東

洋

研

究

」

六

八

号

、

昭

五

八

）
。

（
６
）
教
理
の
大
綱
は
、
c
f
.
拙
稿
「
V
e
d
a
r
t
h
a
s
a
m
g
r
a
b
a
に
お
け
る
m
o
k
s
a

と
ｐ
ｒ
ａ
ｐ
ａ
ｔ
ｔ
ｉ
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
2
7
巻
１
号
、
昭
五
三
）
。

（
７
）
　
ｃ
ｆ
．
拙
稿
「
『
聖
注
』
に
お
け
る
梵
と
現
象
界
の
比
喩
」
（
「
密
教
学
」
1
3
1
4
合

併

号

、

昭

五

二

）
、

同

「

ラ

ー
マ

ー

ヌ
ジ

ャ

に

お

け

る

絶

対
者

と

個

我

」
（
『
玉

城

博
士

還
暦

記

念

論

集

』
春

秋

社

、
昭

五

二

）
。

（
８
）
　
c
f
・
拙
稿
「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
に
お
け
る
バ
ク
テ
ィ
の
概
念
」
（
「
イ
ン
ド
古

典
研
究
」
特
別
号
、
昭
五
九
刊
行
予
定
。
印
刷
中
）
。

（

９

）
　
Ｃ
ｆ

．
拙

稿

「

現

代

語

訳

『

即

身

成

仏

義

』
」
（
「

成

仏

研

紀

要

」
二

号

。
昭

五

二

）
。

（
1
0
）
　

「
即

身

成

仏

義

」
（
『
弘

全

』

一

・
五

一

三

）
。

（
1
1
）
　

同

右

。

（
1
2
）
　

「
声

字

実

相

義

」
（
『
弘

全
』

一

・
五

三

三

）
。

（
1
3
）
　

「
即

身

成

仏

義

」
（
『
弘

全
』

一

・

五

一

一
－

五

一

二

）
。

（
1
4
）
　

同

。
（

五

一
六

）
。

（
1
5
）
　

『

三
昧

耶

戒

序

』
（
『
弘

全
』

二

・
一

三

三
１

一

三

四

）
。

（
1
6
）
　

「

釈
摩

訶

衍

臉

」
巻

一
、

正

蔵
三

二

・
五

九

七

上

。

（
1
7
）
　
中
村
元
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
３
』
春
秋
社
、
昭
三
七
、
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
。

（
1
8
）
　

同

「
東

洋

人

の
思

惟

方

法

―
」

昭

三

六

、

二

三

ニ

ペ
ー

ジ
以

下

。

（
1
9
）
　

タ

ミ

ル
文

学

に

つ

い
て

は

、
ｃ
ｆ

．

拙

稿

「

タ

ミ

ル

文

学

概

観

」
（
「
成

仏
研

紀

要

」

四

号

、

昭

五

四

）
。

＊

成

仏
研

＝

成

田
山

仏

教

研

究

所

。

『
弘

全
』
＝
『
弘

法

大

師

全
集

』
。

（

ま

つ

も

と

・

し

ょ

う

け

い

、

イ

ン

ド

思

想

史

、

大

東

文

化

大

学

助

教

授

）
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